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【象三明構認可】   

ん
（
エ
は
恵
の
外
に
母
親
 
 

の
姿
を
見
つ
け
る
と
、
玄
関
 
 

に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
た
。
 
 

大
田
区
内
の
社
会
福
祉
法
人
 
 

で
仕
事
を
琴
え
た
母
親
（
釣
）
 
 

は
「
ど
う
し
て
も
抜
け
ら
れ
 
 

な
い
会
議
が
あ
っ
て
」
と
祐
 
 

ち
ゃ
ん
を
抱
き
上
げ
た
ご
j
 
 

の
家
の
主
常
で
こ
の
日
、
祐
 
 

ち
ゃ
ん
を
預
か
っ
た
内
房
き
 
 

ち
子
さ
ん
（
6
0
）
が
横
で
ほ
 
 

l
ま
笑
ん
で
い
る
。
 
 
 

内
田
さ
ん
は
特
定
非
営
利
 
 

清
和
法
人
（
N
P
O
法
人
）
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
（
㊥
0
3
・
 
 

3
2
0
6
・
2
6
0
4
）
の
 
 

東
京
都
江
東
区
の
克
琴
 
 

夕
方
六
時
、
熱
が
下
が
り
ボ
 
 

ル
で
苛
ん
で
い
た
祐
ち
ゃ
 
 

ー
 
 富

嚢
 
 

蓋
重
量
重
富
蔓
喜
≡
葦
童
重
量
書
聖
善
書
董
窒
彗
葦
妻
毒
ヨ
芸
葦
二
葦
曇
喜
喜
■
こ
童
雲
書
葦
葦
害
毒
重
蔓
蔓
妻
…
…
蔓
重
要
蔓
萱
…
重
量
裏
書
蔓
要
撃
萱
喜
書
斎
 
 
 

、
 
 

寄
寓
電
竜
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
 
 

誉
堅
蔓
蔓
草
蛋
蓋
誇
 
 
 

「
こ
ど
も
レ
ス
キ
ュ
1
隠
 
 

見
」
。
同
誌
人
は
、
急
に
同
 
 

気
に
な
っ
た
子
ど
も
奄
、
仕
 
 

事
を
休
め
な
い
親
に
代
わ
っ
 
 

て
預
か
る
r
病
児
保
育
」
を
 
 

会
見
制
で
苧
ぁ
け
る
。
現
在
、
 
 

江
東
、
杉
並
、
白
黒
な
ど
都
 
 

内
十
二
区
で
サ
ー
ビ
ス
を
環
 
 

供
し
て
い
る
。
 
 
 

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
 
 

る
現
に
と
っ
て
最
大
の
心
配
 
 

巧
手
ど
も
が
病
気
に
な
っ
 
 

た
と
き
の
対
応
だ
。
核
憲
 
 

化
で
手
ど
も
の
世
話
を
頼
め
 
 

る
親
が
近
く
に
い
な
い
人
が
 
 

増
え
て
い
る
。
そ
ん
な
痔
、
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
会
員
で
あ
 
 

れ
ば
、
電
話
二
不
で
子
ど
も
 
 

を
預
か
っ
て
も
ら
え
る
。
 
 

民間編  

病気の子供の母親代わり   
親
か
ら
の
依
観
の
電
話
 
 

は
、
斬
七
蒔
か
ら
受
け
付
け
 
 

る
。
連
絡
が
あ
る
と
、
ス
タ
 
 

ッ
フ
が
会
員
の
自
宅
へ
出
向
 
 

い
て
子
ど
も
を
引
き
取
り
、
 
 

掛
か
り
付
け
の
医
師
の
診
察
 
 

を
受
け
苫
せ
た
う
え
で
、
内
 
 

塁
亡
ん
ら
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
 
 

の
家
や
会
員
の
自
宅
な
ど
 
 

で
、
鏡
が
仕
事
を
終
え
て
誤
 
 

る
ま
で
面
倒
を
み
る
。
 
 
 

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
は
子
育
 
 

て
や
保
育
潅
奴
を
持
つ
ベ
テ
 
 

ラ
ン
の
母
親
が
大
半
。
内
田
 
 

さ
ん
も
三
人
の
娘
を
育
て
た
 
 

額
れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
。
 
 

持
ち
ゃ
ん
の
母
は
「
安
心
し
 
 

て
預
け
ら
れ
る
」
と
諾
す
。
 
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
で
は
入
会
 
 

の
際
、
会
員
翠
ナ
と
実
際
に
 
 

預
か
る
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員
が
 
 

事
前
に
顔
合
わ
せ
を
す
る
。
 
 

あ
ら
か
じ
め
「
顔
な
じ
み
」
 
 

に
な
り
、
保
育
が
円
滑
に
で
 
 

き
る
よ
う
に
す
る
。
加
え
て
 
 

レ
ス
キ
ュ
1
隊
良
が
健
康
な
 
 

状
感
の
子
ど
も
の
綾
子
を
見
 
 

て
お
く
こ
と
で
、
預
か
っ
た
 
 

時
に
微
妙
な
体
調
の
変
化
に
 
 

も
素
早
く
気
付
く
よ
う
に
す
 
 

l
勺
 
 
 二

〇
〇
五
年
四
月
の
芯
菜
 
 

開
始
か
ら
三
用
宗
ま
で
で
延
 
 

べ
四
甲
〓
件
の
病
児
保
育
 
 

を
し
た
が
、
事
故
ば
一
件
も
 
 

起
き
て
い
ぉ
い
と
い
う
。
 
 
 

料
金
は
月
会
資
制
。
竺
 
 

回
の
病
児
保
育
科
や
聴
講
な
 
 

子
ど
も
の
一
時
保
育
の
権
利
 
 

電話一本、仕事と両立支援  
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
し
子
 
 

ど
も
の
牢
縁
や
既
往
琶
サ
 
 

ー
ビ
ス
の
程
度
に
応
じ
て
、
 
 

子
ど
も
一
人
当
た
り
月
五
千
 
 

－
ニ
万
円
に
設
定
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
の
駒
崎
弘
 
 

樹
代
表
（
2
7
）
は
「
病
児
保
 
 

育
の
問
題
は
、
子
育
て
と
仕
 
 

野
の
両
立
が
難
し
い
社
会
の
 
 

象
徴
だ
」
と
海
浦
首
句
会
 
 

国
師
に
も
塀
児
保
育
を
す
る
 
 

施
設
や
団
体
l
ま
ま
だ
ま
だ
少
 
 

な
い
。
「
本
当
は
芋
ど
も
か
 
 

熱
を
出
し
た
ら
、
生
冨
休
 
 

ん
で
看
病
す
る
の
が
一
番
い
 
 

い
は
す
j
と
駒
崎
さ
ん
．
そ
 
 

う
し
た
欽
巣
嚢
墳
が
日
本
で
 
 

撃
つ
臼
ま
で
、
「
金
歯
で
病
 
 

児
保
育
の
基
盤
づ
く
り
に
力
 
 

を
注
ぎ
た
い
」
と
意
気
込
ん
 
 

で
い
る
。
 
（
水
庫
私
書
 
 

◇
 
 
 

手
写
J
支
援
に
カ
を
瞳
ぐ
 
 

自
治
体
に
笈
き
、
民
間
の
取
 
 

り
組
み
を
紹
介
す
る
。
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午
後
五
時
に
は
州
宅
し
て
l
 
 

時
間
子
ど
も
姦
び
、
夕
食
・
 
 

入
浴
・
就
畷
も
子
ど
も
と
一
捧
 
 

－
－
。
高
羞
貰
震
店
で
業
 
 

轟
当
覆
長
の
内
山
勘
一
苫
 
 

ん
（
警
は
昨
年
二
カ
月
間
、
 
 

育
児
で
耀
時
間
窒
甲
じ
 
 

巧
琴
享
の
縫
生
に
▲
打
電
 
 

ま
ず
暦
諜
畷
を
取
得
p
そ
の
 
 

後
は
早
帰
り
し
て
芋
γ
も
た
ち
 
 

毒
話
し
ち
 
 
 

した始3回「にっけい子育て支援大賞」p表彰式  

が28日、東京郡内のホテルで開かfLる。受賞した  

9つの企業、地方自治体、鯛団体の取り組みか  

らは少子に挑み、さらには乗り越え慕うとする積  

極性がうかがえる。   

子育て支援を変革の足場に－－。子育て中の女  

性にとどまらす、男性のせき方まで含ゆた見直し  

のきっかけとして子育て支線をとらえる企業が増  
えてきた。男女を問わず、働さやすく休みやすい  

環境づくりは将来の活力の源泉だ。2（雌年に実施  

彗
星
で
は
一
子
に
つ
き
十
 
 

日
間
有
給
で
育
児
休
騒
を
取
れ
 
 

る
。
長
女
が
生
ま
れ
て
か
ら
し
 
 

ば
ら
＜
し
て
取
っ
た
育
造
 
 

の
時
は
「
子
ど
も
と
睾
 
 

ぐ
っ
と
締
ま
っ
た
」
と
感
じ
た
「
 
 

矩
時
㈹
勤
警
彗
l
爪
－
荘
の
 
 

年
功
琴
丘
く
仕
薫
 
 

育
芸
っ
た
が
、
千
ど
も
畠
 
 

ご
せ
る
楽
し
み
巷
実
感
で
き
た
 
 

と
い
う
。
 
 
 

み
轟
ぎ
せ
続
け
て
い
る
。
 
 
 

昨
年
は
広
簿
価
勤
務
制
度
を
 
 

肇
、
壷
の
多
か
っ
た
小
学
 
 

墓
丁
年
董
卓
持
つ
従
 

♯
貝
に
裏
書
広
げ
ち
 
 
 

「
働
き
方
の
監
毒
く
こ
 
 

と
は
生
牽
性
の
向
上
に
つ
な
が
 
 

る
」
 
（
春
田
‡
覆
・
資
生
生
 
 

川
費
業
）
。
賢
生
生
は
ワ
ー
ク
 
 

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
 
 

括
の
鋼
和
）
に
向
け
た
取
り
組
 
 

二
（
H
）
七
年
の
日
本
の
合
計
特
 
 

殊
出
生
率
（
一
人
の
女
色
蓋
 
 

に
産
む
と
推
定
さ
れ
垂
ナ
ど
も
の
 
 

数
）
は
一
ユ
ニ
昭
〇
五
年
の
一
 
 

二
天
塩
席
に
こ
年
嘉
で
上
昇
 
 

し
て
い
る
が
、
璧
積
向
に
 
 

柑
止
め
が
か
か
っ
た
と
は
い
え
な
 
 

い
。
折
か
ら
の
藍
遥
化
の
取
巻
 
 

畠
愈
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

少
子
化
へ
の
萎
ま
っ
 
 

た
の
巧
一
丁
五
七
蓋
し
た
 
 

一
九
八
九
年
以
巧
 
「
ひ
の
え
う
 
 

ま
」
に
よ
る
一
時
的
な
落
ち
込
み
 
 

（
さ
ハ
年
の
丁
五
八
）
を
下
回
 
 

り
、
「
丁
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」
と
 
 

い
う
青
葉
も
生
ま
れ
馬
 
 

企
業
、
短
時
間
勤
務
な
ど
柔
軟
に
 

併
せ
て
、
短
時
間
勤
鉢
巻
取
得
 
 

中
豊
専
を
伴
一
つ
兵
劾
 
 

の
対
象
外
と
す
る
な
ど
ガ
イ
ド
 
 

ラ
イ
ン
を
設
け
、
勧
♯
草
す
く
 
 

休
み
や
す
い
妻
を
整
え
て
い
 
 

る
。
 
 

二
〇
〇
三
年
に
は
事
業
所
内
 
 

蔓
〇
七
年
に
は
 
 

店
頸
で
働
く
美
容
部
員
が
糎
時
 
 

間
勤
務
す
為
合
に
代
替
蓼
頁
 
 

を
送
る
制
度
を
全
国
で
始
め
 
 

対
策
も
相
次
い
で
打
萎
れ
 
 

た
．
九
一
年
に
脅
児
休
業
法
が
剃
 
 

足
さ
れ
、
九
四
年
に
は
保
貢
の
 
 

慕
な
萎
ん
だ
「
エ
ン
 
 

ゼ
ル
プ
チ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。
 
 

た
だ
菰
¶
帯
を
中
心
に
票
は
 
 

な
お
不
足
が
ち
で
女
性
が
仕
事
 
 

塞
か
の
遥
耶
を
迫
ら
れ
る
こ
 
 

と
は
今
も
少
な
く
な
い
。
 
 
 

〇
五
年
か
ら
は
、
大
著
自
 
 

治
体
に
次
世
代
育
成
支
援
の
た
め
 
 

の
行
動
計
両
要
が
養
移
付
け
ら
 
 

社
会
全
体
で
の
支
擾
急
務
 
 

花
社
内
か
ら
は
「
子
ど
も
左
 
 

持
つ
こ
と
に
迷
い
が
な
く
な
っ
 
 

た
」
な
ど
の
声
が
出
て
い
る
と
 
 

い
■
つ
。
 
 
 

「
制
度
を
つ
く
っ
て
も
使
わ
 
 

れ
な
く
て
は
憲
嫌
が
な
い
j
（
藤
 
 

田
州
孝
ソ
ニ
ー
暮
霧
執
行
役
良
 
 

S
V
F
）
J
ソ
ニ
1
で
は
膏
児
 
 

毎
春
に
月
額
五
万
円
を
支
給
 
 

し
て
い
る
。
逗
の
取
得
 
 

離
は
女
性
で
ほ
ぼ
一
8
％
に
 
 

子どもが生まれた稚に町鼻白らが祝い金毒  
手憲一（■最期士町）  れ

た
。
特
に
企
業
が
、
働
く
女
性
 
 

へ
の
阿
立
支
世
の
み
な
ら
ず
、
男
 
 

性
の
撃
方
の
慶
し
も
含
め
だ
 
 

幅
広
い
対
策
を
考
え
る
き
っ
か
け
 
 

に
な
っ
た
。
悪
蛋
爪
が
巌
れ
た
企
 
 

書
定
す
る
制
度
も
〇
七
年
に
 
 

始
ま
っ
た
。
た
だ
、
ま
蓋
葉
 
 

亭
心
に
し
た
一
帯
に
と
ど
ま
っ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
哀
況
を
受
け
、
「
に
 
 

っ
け
い
子
育
て
毒
大
貫
」
は
〇
 
 

六
年
に
創
設
さ
れ
た
。
日
本
益
講
 
 

ように来る欄子もいる  

地
方
塵
で
蔓
し
た
山
 
 

形
県
東
根
市
と
島
根
黒
海
士
 
 

（
を
誉
町
は
子
育
て
支
要
 
 

毎
に
打
ち
出
す
こ
と
で
地
 
 

域
昏
花
に
成
功
し
た
。
 
 
 

東
根
市
は
一
カ
所
で
は
と
ん
 
 

ど
の
子
†
て
サ
ー
ビ
ス
臭
け
 
 

ら
れ
一
旬
六
弧
施
設
「
さ
く
う
ん
 
 

ぽ
タ
ン
ト
グ
ル
セ
ン
タ
ー
L
を
 
 

二
〇
〇
五
年
書
に
粥
兼
。
県
内
 
 

で
は
「
子
育
て
す
る
な
ら
蕉
」
 
 

と
の
口
コ
ミ
が
広
が
り
、
間
辺
 
 

自
治
体
か
ら
の
流
入
な
ど
で
人
 
 

口
は
五
年
前
よ
り
丁
五
％
増
 
 

え
た
．
 
 

海
士
町
の
出
善
美
碇
 
 

増
え
て
い
る
。
町
長
は
畠
 
 

役
（
蔀
町
長
）
、
政
市
煮
や
 
 

達
し
、
男
性
も
毎
年
散
人
蔓
 
 

が
取
得
し
て
い
る
。
 
 

一
考
育
児
休
職
を
希
皇
し
 
 

な
い
社
風
に
は
嘉
で
二
十
日
 
 

間
の
青
鬼
休
撃
方
呈
し
て
い
 
 

る
。
男
性
杢
m
T
小
に
有
資
格
者
 
 

の
七
削
が
制
窓
用
し
て
い
 
 

る
と
い
う
。
 
 

悪
人
企
業
の
肇
み
る
と
 
 

徽
く
覇
鞋
の
嘉
が
少
し
ず
つ
 
 

変
わ
っ
て
き
た
こ
と
登
っ
か
が
 
 

優れた施策・取り組み連出  

活力維持へ機運高める  自治体、地域を活性化  
の
曙
刀
姦
持
し
、
豊
か
な
社
会
 
 

を
築
い
て
い
く
に
は
、
社
会
全
体
 
 

書
て
を
支
穫
す
る
覆
蓋
 
 

え
る
必
衰
が
あ
る
。
民
間
A
尭
、
 
 

男
自
治
体
、
民
Ⅶ
屡
・
住
民
 
 

グ
ル
ー
プ
な
ど
轟
な
レ
ベ
ル
の
 
 

取
り
組
み
を
総
合
的
に
響
賓
．
優
 
 

れ
た
姦
策
に
「
大
声
j
轟
り
、
 
 

少
子
に
挑
む
機
運
を
盛
り
上
げ
 
 

る
。
 
 
 

夢
二
回
の
〇
八
年
は
こ
百
一
件
 
 

の
応
募
が
あ
り
、
小
競
偉
一
A
郎
、
 
 

国
堅
仝
丁
理
事
長
を
委
と
す
 
 

る
七
人
の
霊
苦
会
に
よ
る
厳
 
 

正
な
審
査
の
給
果
克
つ
の
企
雫
 
 

自
治
体
、
民
間
団
体
が
爵
資
し
た
。
 
 

町
準
掌
の
車
力
ッ
ト
で
 
 

生
み
出
し
た
琴
出
産
祝
 
 

い
金
や
雲
一
字
以
降
の
簑
 
 

の
鎚
同
化
な
ど
子
育
て
毒
に
 
 

充
て
壷
だ
。
 
 
 

看
て
嘉
に
あ
た
る
特
定
 
 

非
替
利
叢
人
（
Ⅳ
P
O
法
 
 

△
の
存
在
も
大
き
い
。
昭
和
 
 

女
義
母
体
の
N
P
O
昭
 
 

和
（
責
・
世
田
谷
）
は
壷
 
 

藩
学
育
て
毒
設
の
運
営
 
 

墓
じ
て
地
域
と
行
政
 
 

左
つ
蓋
馴
を
果
た
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

肩
児
保
育
惹
け
る
フ
ロ
 
 

ー
レ
ン
ス
（
東
京
■
新
村
）
は
 
 

昨
年
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
敦
地
域
 
 

を
東
軍
一
＋
l
ニ
区
に
拡
大
し
 
 

花
全
欝
に
は
他
の
N
P
O
 
 

や
碓
祉
団
体
に
対
し
て
屑
児
俣
 
 

胃
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
左
始
 
 

め
る
な
ど
一
段
と
活
動
の
幅
左
 
 

広
げ
て
い
る
。
 
 

え
る
。
ソ
フ
ト
開
発
会
社
の
サ
 
 

イ
ボ
ウ
ズ
は
〇
七
年
に
斬
搭
 
 

確
暗
闇
を
限
定
し
た
ラ
イ
フ
 
 

重
視
の
人
事
制
度
を
導
入
し
 
 

ち
現
賀
正
社
員
の
約
六
％
 
 

に
あ
た
る
十
二
人
ガ
利
用
す
 
 

る
。
】
2
三
人
は
楓
桂
だ
。
 
 

金
殿
茶
壷
か
ー
最
め
て
安
 
 

寧
し
た
オ
リ
ッ
ク
ス
で
は
〇
大
 
 

牢
か
ら
始
め
た
在
宅
動
鍔
制
度
 
 

毒
時
平
均
し
て
玉
＋
人
前
 
 

扱
が
利
用
し
て
い
る
点
い
っ
た
 
 

ん
遼
寧
）
蔓
鼠
の
東
風
 
 

畳
で
は
正
社
最
と
し
て
の
 
 

復
帰
の
道
も
広
け
て
い
る
。
 
 

7時退社を励行／年12日の乳児期有給／子どもの医療費無料   

蝕立から3年。少子化に立ち  
向かう横道が社会全体で高まって  
おり、脚・団体の少子化対  
策の充実は目貫ましい。受貧こそ  
逃したものの、先進的な二取り組み  
が審査委員余で高く評価された応  
募金策・団体も多かっb   
大和証券グループ本社は始末茂  

晴社長自らがCWO（チーフ・ワ  
ークライフバランス・オフィサー）  
を各乗り、トyプダウンで鵬改  
革に努めている。畏時間労働を是  
正するために2007年6月から勤務  

自治体部門で番い評価を受けた  
の隠岐阜最高Ⅷ市。舶削減など  
行政改革で8億5㈹0万円の経貴を  
削減。それを子育て支緩策に集中  
投資し、子どもの医熱賛無料化や  
第3子以降の保育■t幼稚園無料  
化なとを実現した。最終的には同  
様の経済支鮒こ取り組み、出生率  
の回復が著しい島根黒海士町が大  
貫を受賞したが、財脚が厳し  
い折、白捨鉢がいかにして子育て  
支捜に取り組めばよいのか、一つ  
のモデルケースを示している。  

勤法人（NPOI主人）フ7サーリ  
ング・ジャパン（東京■文京）と  
NPO法人わははネット（高松市）  
を推す声も強かったぅ「子育てパ  
パカ鮭」を主催するなと父親の  
子育て夢加を蘇えるファザーリン  
グ・ジャパンと、タクシー会社と  
手を組んで乳幼児遅れでも利用し  
やすい「子育てタクシー」め普及  
に努めるわははネットは、いずれ  
も従来見られなかった子育て支援  
の仕組みで、当事魯ならではの発  
想を生かした好例だ。  

だ。「One to Oneサポート」モ  

掲げて相談窓口を取払社員一人  
ひとりの悩みや相談に担当者がき  
め細かく答える。   
地方企業でありながら宮地電機  
（高知市）も、受賞企黎に準ずる  
評應を得た。曾児休業中の社員に  
月5万円の育児支援金を支給する  
はか、男性社員の育児鯵加を促す  
ために乳児靭有給㈱を年12日付  
与するなどユニークな施策が自を  
引く。   

民間団体部門でIま特定非営利清  

日の午後7時退社を励行。今では  
ほぼ全支店で実現できたという○   

ベネッセら－ボレーションは育  
児休業中に社員の収入が管しく減  
少しないように07年反に休黎の当  
初3虚聞を有線とする制度をづく  
った。男性社員19人が汀休を取得  
するなど成果ふ上がり、Dお年置か  
らは有給期閻を当初3カ月へと拡  
充q社員ニーズに柔軟に対応する  
姿勢が委員の関心を集めた。   
制度を利用しやすい環境づくり  

に取り組むのは旭化成グループ  

2009年1月28El日本経済新聞  

病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http：／／f］orence・OrJp   



住まい  

夢
の
子
育
て
マ
ン
シ
ョ
ン
 
 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
保
育
所
に
幼
稚
盟
、
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
広
場
ま
で
、
 
 

し
か
も
場
所
は
都
心
の
－
等
地
、
な
の
に
家
賃
は
割
安
。
そ
ん
な
夢
の
よ
う
な
…
‥
。
 
 
 

幼
稚
園
と
保
育
所
の
二
件
碓
設
、
子
 
 

供
が
安
心
し
て
遊
ぺ
る
広
場
、
そ
し
て
 
 

急
病
時
に
税
れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
ヤ
ー
且
 
 

つ
け
る
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ま
で
が
あ
 
 

る
。
な
の
に
家
賃
は
地
域
相
場
よ
り
も
 
 

安
い
。
そ
ん
な
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
が
2
 
 

0
1
0
年
、
都
心
に
建
つ
。
 
 
 

東
京
都
が
、
民
聞
事
業
者
を
活
用
し
 
 

て
中
央
区
の
都
督
団
地
跡
地
に
賃
す
 
 

t
 
 

る
子
育
て
支
援
マ
ン
シ
ョ
ン
「
勝
ど
き
 
 

一
丁
邑
地
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
 
 
 

5
0
n
O
平
方
メ
ー
ト
ル
の
十
他
に
 
 

伯
騎
虎
て
の
タ
ワ
ー
型
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
 
 

ン
 
（
5
5
1
戸
）
を
建
て
、
1
～
3
階
 
 

マンションの苛写  
真。住民は戎賃を  
かちときGROWT  
H TOl〃Nに納め、  
ここが定期借地孝琴  
を東京都に支払う。  
借地羽は与2憶  
2ア00万円を予定  

ま
で
は
地
域
活
性
ヤ
√
育
て
支
援
地
設
 
 

を
入
居
さ
せ
る
。
〓
停
ま
で
の
低
層
階
 
 

1
0
0
戸
を
子
育
て
世
代
に
貸
し
出
す
′
 

保
育
N
P
O
と
連
携
 
 
 

子
育
て
支
按
施
設
は
幼
紙
何
と
促
育
 
 

所
を
一
元
化
さ
せ
た
認
定
こ
ど
も
阿
や
 
 

屋
外
広
場
、
小
犯
科
と
眼
科
、
歯
科
を
 
 

併
設
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー
ル
な
ど
。
 
 

こ
ど
も
幽
で
は
朋
7
暗
か
ら
夜
1
0
時
ま
 
 

で
の
延
長
促
音
の
計
画
を
予
定
‖
熱
が
 
 

あ
る
ト
供
を
預
か
る
、
荊
児
保
育
宅
も
 
 

併
設
さ
れ
て
い
る
。
家
賃
は
5
5
平
方
メ
 
 

ー
ト
ル
の
2
L
D
K
で
月
額
1
3
方
円
程
 
 

度
。
都
心
の
ど
其
ん
中
の
耕
発
と
し
て
 
 

は
割
安
で
、
伐
り
の
約
4
5
0
戸
よ
り
、
 
 

約
3
割
安
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 

「
都
心
国
棉
で
賀
区
内
に
大
蕪
マ
ン
 
 

シ
ョ
ン
が
次
々
と
建
埜
き
れ
て
い
る
が
、
 
 

ナ
供
を
持
つ
家
庭
に
と
っ
て
は
手
が
届
 
 

か
な
い
高
額
の
物
件
も
多
い
。
都
心
で
 
 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
作
る
に
は
ど
 
 

う
し
た
ら
よ
い
か
け
家
賃
面
と
設
備
面
 
 

で
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
斐
だ
と
考
え
、
民
 
 

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
マ
ン
シ
ョ
 
 

ン
作
り
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
 
 

寵
菰
甫
整
博
捜
 
 
 

未
就
学
氾
虫
が
い
る
家
艇
が
人
膚
対
 
 

象
で
、
借
家
期
間
は
1
0
年
葺
″
よ
り
 
 

多
く
の
子
育
て
世
幣
を
毒
す
る
た
め
、
 
 

一
貯
卜
の
子
供
が
瓦
招
致
育
を
終
√
し
 
 

た
時
点
で
、
更
新
を
打
ち
切
る
り
 
 
 

都
は
7
0
年
の
定
期
借
地
権
で
十
地
を
 
 

持
L
出
L
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
と
運
営
 
 

は
、
■
た
7
ル
ー
プ
の
巾
か
ら
コ
ン
ペ
で
 
 

選
ば
れ
た
「
か
ち
ど
き
じ
R
O
W
T
‖
 
 
 

T
n
・
W
N
」
が
行
う
ー
民
間
デ
ィ
ベ
 
 

ロ
ッ
パ
ー
の
束
点
建
物
を
代
衣
と
す
る
 
 

グ
ル
ー
プ
で
、
都
内
で
病
児
保
育
を
行
 
 

う
N
P
O
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
が
参
加
 
 

L
て
い
る
）
都
と
企
業
、
N
P
り
が
手
 
 

を
組
み
、
子
育
て
を
支
按
L
て
い
く
試
 
 

み
だ
り
 
 
 

「
7
r
育
て
藷
設
の
充
実
と
、
子
育
 
 

て
慮
N
P
O
が
朝
棒
的
に
運
営
に
か
 
 

か
わ
り
、
地
域
性
屁
と
と
も
に
手
管
て
 
 

を
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
た
 
 

こ
と
が
、
評
価
の
哩
山
で
す
」
〔
同
）
 
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
マ
ン
シ
ョ
ン
完
成
 
 

後
に
事
務
所
を
故
地
内
に
移
し
、
地
域
 
 

交
龍
の
た
め
の
子
育
て
広
場
と
多
口
約
 
 

ス
ペ
ー
ス
、
病
児
保
育
宅
の
蕃
に
か
 
 

か
わ
る
‖
同
辺
に
住
む
子
供
た
ち
に
開
 
 

放
す
る
子
育
て
広
場
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
 
 

が
常
即
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
家
族
も
 
 
 

ま
た
、
近
隣
の
電
路
加
国
際
柄
院
や
 
 

田
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
院
す
る
子
供
 
 

の
家
族
の
た
め
の
宿
泊
施
般
の
制
昏
も
 
 

計
両
し
て
い
る
′
二
斬
新
な
発
想
り
ド
 
 

P
O
法
人
に
上
る
地
域
交
流
の
企
画
も
 
 

期
待
で
き
る
」
と
、
コ
ン
ペ
審
青
 
 

息
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
が
ィ
ン
ト
 
 

だ
。
 
 
 

地
一
．
几
の
子
供
た
ち
も
小
鰭
に
並
べ
る
 
 

よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
階
広
場
は
 
 

地
域
に
開
放
す
る
。
ロ
指
す
の
は
居
住
 
 

者
と
通
常
の
住
民
が
、
と
も
に
支
え
あ
 
 

っ
て
子
育
て
で
き
る
空
間
だ
。
地
元
有
 
 

志
に
よ
る
自
警
団
の
計
画
も
克
て
て
い
 
 

る
い
地
域
の
R
こ
そ
が
一
番
の
防
犯
対
 
 

壌
に
な
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
く
l
 
 
 

「
塀
や
防
犯
カ
メ
ラ
よ
り
も
、
人
の
日
 
 

が
常
に
あ
る
こ
と
っ
住
民
が
地
域
へ
の
 
 

参
画
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
罪
の
抑
 
 

止
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
（
フ
 
 

ニ
ュ
ざ
d
け
へ
ト
 
 

ロ
ー
レ
ン
ス
代
表
駒
崎
弘
樹
さ
ん
）
 
 
 

完
成
は
3
年
後
を
予
定
し
て
い
る
。
 
 

そ
の
た
め
一
般
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
 
 

は
ま
だ
は
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
人
江
 
 

戸
線
防
ど
き
駅
か
ら
徒
歩
2
分
と
い
う
 
 

超
好
」
仇
地
U
 
l
都
心
に
住
み
た
い
が
、
 
 

家
焦
が
…
…
」
と
悩
む
子
育
て
カ
ッ
プ
 
 

ル
に
と
っ
て
は
、
見
逃
せ
な
い
物
件
に
 
 

な
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
支
嬢
施
設
は
マ
 
 

ン
シ
ョ
ン
住
民
で
な
く
て
も
利
用
で
き
 
 

る
が
、
こ
れ
だ
け
何
で
も
そ
ろ
う
と
、
 
 

ナ
供
は
学
校
と
マ
ン
シ
ョ
ン
の
往
復
で
 
 

生
活
が
完
結
し
て
し
ま
わ
な
い
か
。
懸
 
 

念
に
対
し
て
、
東
京
建
物
は
、
 
 

「
そ
も
そ
も
都
心
に
は
、
′
丁
供
が
走
り
 
 

回
れ
る
秘
所
が
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
 
 

ウ
ー
リ
ー
⊥
 
 

都
心
で
子
育
て
す
る
こ
と
を
陪
排
し
て
 
 

し
一
そ
つ
埋
山
に
な
っ
て
い
る
り
子
供
が
 
 

安
心
し
て
遜
ぺ
る
欝
ぜ
確
保
L
、
そ
 
 

し
て
そ
の
場
所
を
塀
で
期
わ
ず
開
放
す
 
 

る
じ
近
所
の
手
放
た
ち
恵
ま
れ
る
よ
 
 

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
新
し
 
 

い
入
関
関
係
が
年
ま
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
 
 

の
外
に
も
ロ
が
向
く
よ
う
に
な
っ
て
い
 
 

く
の
で
は
な
い
か
」
 
 
 

と
‥
言
っ
て
い
る
。
 
 

‖
ヽ
 
 

ラ
イ
タ
ー
朴
 
析
梨
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仕事・生活の両立支援  

一
…
≡
三
≡
 
喜
…
≡
ニ
↑
≡
…
ニ
…
…
…
＝
享
≡
…
…
≡
≡
＝
董
喜
至
…
≡
二
妄
≡
≡
≡
≡
≡
妻
≡
≡
き
 
≡
＝
一
 
 

特
l
菜
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
法
人
）
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
豪
雪
中
央
）
は
仕
事
と
子
育
て
な
 
 

ど
の
琴
り
し
を
両
立
す
去
ヲ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
乗
り
出
 
 

し
た
仁
東
京
都
品
川
区
か
ら
委
託
を
受
け
、
同
区
の
中
小
企
業
を
対
象
に
璧
讐
晶
め
た
。
将
来
は
他
 
 

区
の
企
業
か
ら
も
受
託
し
、
事
例
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
全
国
の
企
業
に
導
入
左
促
す
ゥ
 
 

ま
ず
品
川
区
で
中
小
対
象
に
 
】
 
 

品
川
区
内
で
の
コ
ン
サ
ル
 
 

テ
ィ
ン
グ
は
、
区
が
か
か
っ
 
 

た
費
用
を
負
担
し
て
、
区
内
 
 

の
中
小
企
業
が
フ
ロ
ー
レ
ン
 
 

ス
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ
る
 
 

仕
組
み
。
第
二
号
と
し
て
、
 
 

食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
メ
ー
カ
 
 

ー
で
あ
る
吉
村
紙
業
へ
の
指
 
 

導
を
始
め
た
ゥ
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
従
業
員
か
ら
も
話
を
聞
き
、
仕
撃
と
笠
伯
の
 
 

調
和
に
向
け
た
改
善
策
を
提
案
す
る
（
束
苧
＝
m
）
 
 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
鞍
妄
見
つ
り
だ
し
、
組
織
の
改
 
 

は
、
ま
ず
経
営
陣
か
ら
綻
営
 
 

方
針
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
 
 

バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
考
え
方
 
 

な
ど
を
聞
き
取
り
、
現
場
の
 
 

従
業
員
か
ら
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
 
 

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
ウ
部
 
 

署
ご
と
に
仕
事
の
進
め
方
 
 

や
、
労
働
実
警
把
琴
南
一
 
 

立
の
障
害
と
な
っ
て
問
琴
竺
 
 

妄
取
り
や
す
い
動
隻
腕
策
の
 
 

編
、
業
搭
の
見
直
し
、
勤
棺
 
 

制
度
の
投
票
杖
ど
に
つ
▼
い
て
 
 

提
案
す
る
「
 
 
 

具
体
的
に
は
、
繁
閑
期
の
 
 

仕
警
社
平
準
化
し
て
残
業
時
 
 

問
を
減
ら
ト
て
い
ノ
≧
丁
茫
 
 

や
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
 
 

整
備
な
ど
を
ア
ド
ペ
イ
ス
す
 
 

■
－
・
 
 

］
小
企
業
は
穫
用
意
放
か
 
 

、
 

少
卜
吐
い
二
と
も
あ
り
独
力
 
 

で
は
ワ
ー
ク
二
？
イ
ブ
・
ヾ
 
 

ラ
ン
ス
の
軍
人
に
向
け
た
社
 
 

れ
体
制
の
昼
申
し
な
ど
が
邦
 
 

し
い
而
が
あ
る
■
ノ
品
川
貢
豆
 
 

従
業
員
か
ゆ
と
り
を
持
っ
て
 
 

型
三
義
軍
責
苦
、
中
小
 
 

蛮
八
の
人
H
確
保
を
側
室
八
た
。
 
 

接
す
る
。
 
 
 

コ
ン
サ
ル
ニ
ノ
ィ
／
ク
の
串
 
 

側
を
笑
め
て
、
ワ
ー
ク
・
ラ
 
 

イ
フ
∵
‥
ラ
ン
ス
導
入
に
向
 
 

り
た
マ
ニ
コ
ア
ル
を
作
成
す
 
 

る
〔
て
ニ
ュ
ア
ル
を
某
に
、
 
 

コ
＼
ノ
サ
ル
テ
ィ
．
ノ
グ
の
担
い
 
 

手
育
成
に
も
添
わ
痛
苦
萎
え
 
 
 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
ほ
現
在
、
 
 

東
京
都
内
を
中
心
に
、
急
に
 
 

病
気
に
な
っ
た
子
供
を
仕
事
 
 

菱
休
め
な
い
親
に
代
わ
っ
て
 
 

預
か
り
病
児
俣
背
サ
ー
ビ
ス
 
 

を
中
心
に
、
仕
事
と
子
育
て
 
 

の
両
立
を
支
援
す
る
事
業
に
 
 

取
り
組
ん
で
い
る
（
一
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フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
江
戸
 
 

川
、
港
、
杉
並
な
ど
都
内
十
 
 

三
区
で
派
適
塾
の
病
児
保
育
 
 

企
業
の
寄
付
原
資
、
来
月
か
ら
 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
 
 

法
人
）
の
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
（
東
京
・
 
 

中
央
、
駒
崎
弘
樹
代
表
理
事
）
は
七
 
 

月
か
ら
、
東
京
都
内
で
ひ
と
り
親
の
 
 

家
庭
を
対
象
に
し
た
低
料
金
の
病
児
 
 

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
企
業
の
 
 

寄
付
を
原
資
に
通
常
は
五
千
－
二
万
 
 

円
の
月
会
衆
を
千
五
十
円
に
す
る
。
 
 

ま
ず
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
 
 

券
の
寄
付
を
も
と
に
定
員
二
十
人
を
 
 

四
日
か
ら
募
集
す
る
。
順
次
、
協
力
 
 

企
業
を
増
や
し
て
い
く
。
 
 

病
気
の
 
 

サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け
る
。
子
 
 

供
が
熱
を
出
し
た
り
し
た
場
 
 

合
、
前
日
ま
で
に
電
子
メ
ー
 
 

働くひとり親支  

面蔽「「  ひとり綿家庭の  ル
を
入
れ
る
か
、
当
日
の
朝
 
 

に
電
話
で
依
根
す
る
と
、
利
 
 

用
者
の
自
宅
や
ス
タ
ッ
フ
の
 
 

面
内
N
P
O
 
ト
 
 
 
1
 
■
 
 
 
－
 
 

「
■
－
－
、
．
、
．
、
 
∴
 
 

匝 「：‘－‥′  

育
低
額
で
 
 

80  

；…＿＿－「：－－・；－－－「  

：■・ごー二∴∴二ニー－・・∴  
‥            95  2000  05  

偶努調査。子供のいる識別、死乱売拾家庭の合計ユ  

Lぷ堅堅墜堅阜些型」▼絆＿．．＿＿．．＿  
フ  

ロ  

l  

レ  

ン  

ス  

家
で
面
倒
を
み
る
（
‥
ス
タ
ッ
 
 

フ
は
頂
か
っ
た
子
供
を
、
会
 
 

員
ご
と
に
決
め
て
お
い
た
か
 
 

か
り
つ
け
医
に
み
せ
る
。
 
 
 

通
常
は
そ
れ
ま
で
の
利
用
 
 

回
数
や
細
か
な
メ
ニ
ュ
ー
選
 
 

択
に
よ
っ
て
月
会
堂
が
変
わ
 
 

る
。
新
サ
ー
ビ
ス
は
所
得
が
 
 

少
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
が
利
 
 

用
し
や
す
い
よ
う
定
額
に
す
 
 

る
。
期
間
は
二
年
ま
で
。
子
 
 

供
を
頂
け
る
際
の
費
用
は
共
 
 

通
で
、
毎
月
の
初
回
が
無
料
 
 

と
な
り
、
二
回
目
以
降
は
一
 
 

時
間
あ
た
り
干
五
十
円
か
か
 
 

る
。
 
 
 

ひ
と
り
親
家
庭
向
け
の
病
 
 

児
保
育
は
寄
付
を
受
け
た
企
 
 

．
．
．
．
．
．
 

…
 
 

業
ご
と
に
定
員
、
期
間
毒
定
 
 

め
る
。
今
後
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
 
 

ン
・
サ
ッ
ク
ス
証
券
以
外
か
 
 

ら
も
寄
付
を
募
り
、
新
た
な
 
 

サ
ー
ビ
ス
砕
を
設
け
る
。
枠
 
 

ご
と
に
企
業
名
を
冠
し
て
利
 
 

用
者
を
お
る
。
 
 
 

子
供
が
病
気
に
な
っ
た
場
 
 

合
の
保
育
は
働
く
親
に
と
っ
 
 

て
大
き
な
問
題
。
一
般
の
保
 
 

育
施
設
に
は
預
け
ら
れ
な
い
 
 

た
め
、
急
に
休
む
可
能
性
が
 
 

あ
る
人
材
の
雇
用
を
敬
遠
す
 
 

る
企
業
が
少
な
く
な
い
。
ひ
 
 

と
り
親
家
庭
に
と
っ
て
は
特
 
 

に
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

ひ
と
り
親
家
庭
の
赦
は
離
 
 

婚
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
膨
 
 

ら
ん
で
い
る
。
国
勢
調
査
に
 
 

よ
る
と
二
〇
〇
五
年
は
全
国
 
 

ぺ
た
母
子
世
帯
の
年
間
収
入
…
 
 

は
〇
五
年
で
平
均
二
百
十
貴
 
 

方
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
 

で
八
十
四
万
世
帯
と
、
二
〇
 
 

〇
〇
年
調
査
章
一
割
近
く
上
 
 

回
っ
た
。
厚
生
労
働
答
が
鞠
 
 

2008年06月04日 日本経済新聞朝刊「働く「人親支援病気の子保育低額で  
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r
社
会
を
変
え
る
L
を
 
 

仕
事
に
す
る
 
 

－
社
会
起
業
家
と
い
う
生
き
方
 
 

r自分たちの街を変える」それが「世の中を変える」ことにつながった！生田書店にて、絶賛発売中！！  

たくさんの声が寄せられています！  

●この本は小さくて大きな一歩を踏み出すきっかけにな  
りそうです。（山下書店渋谷南口店 千本松様）   

●私にも何かできるかもしれない。意識を変えさせられ  
る1冊。（紀伊園屋書店新宿南口店 池田様）   

●正直、読んでみて驚きました。勉強になりました。単   
なる社会起業家の成功ストーリーに留まらす、事業を   
立ち上げるため、成功させるためのヒントが盛り沢山  
でした。問題の発見、解決方法の発見、リサーチ、テ  
スト、導入といったように、しっかりと事業を立ち上  
げるために必要なことをやっている。考え抜いた上で   
の事業であることがよくわかりました。面白かったで   
す。（ユナイテッドピープル株式会社代表取締役 関   
根健二様［イーココロl運営者】）  

【社会起業家ブログIも是非こ王ください。  

事業によって社会問題を解決するl社会起業家」。彼らはどんな毎日を過こしている  

のか？ 個性あふれる社会良薬家たちの、リアルな年目をお届りしています。  

著者：駒崎弘樹   

●NPO法人フローレンス代表理事。1979年東京都江東   
区生まれの28歳。  

●学生時代は、ITベンチャー経営者として様々な技術を   
事業化、ビジネスマンとして成功を経験。卒業後、ベ   
ビーシッターの母親から子供の熟で仕事を休んで解雇   
されたお客の話を聞き、保育業界最大の難問「病児保   

育問題」を知る。  

●「地域の力によって病児保育問題を解決し、育児と仕   
事を両立するのが当然の社会をつくれないか」と考え   
汀ベンチャーを譲渡・退社。「フローレンス・プロジ   

ェクト」を開始。04年内閣府のNPO認証を取得、代表   
理事に。05年4月から江東区・中央区にて全国初の r   
保険的病児保育サポートシステム」であるーフローレ   
ンスパックj をスタート。  

●現在は、働く家庭のサポート事業を拡大する傍ら、講   
演、メディア出演、行政との連携など、病児保育や働   
き方に対する社会の認知を高めることに努めている。  

▲】一＿】＿．＿＿Ⅶ【∽  J ノ uRL：http：／／www．氾⊂jalYentUre．jp／  

誰かの夢を心理すると、H分の夢が前進する。  

英治出版株式会社悪習三諾深㌫鵠ミ浣乙許は  

フローレンス代表理事駒崎拙著「社会を変える」を仕事にする  

肋（什j（う   病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http：／／f］orence．orjp  

・－  ・－†   



会社人間が社会を滅ぼす一   

仕事に人生を捧げる時代は過ぎ去った。  
「働き方」の枠組みを変えて、少ない時間で  
大きな成果を出し、家庭や地域社会にも  
貢献する、新しいタイプの日本人像を示す。  

＜駒崎からのメッセージ＞   

○仕事をしながらも、自分の家族や社会に貢献したい方  
●こどもの寝顔だけでなく、笑顔が見れる時間に帰りたい方  
○政治家や官僚は信頼ならないが、  
かといって自分が世の中を変えられるとは思っていない方   

こうした方々に向けて、私達一人一人が社会を変える方法を  
本書は提示します。そんなことできるのか？って。簡単です。  
私達が「働き方を変える」だけで良いのです。  
私達の働き方の変革と、社会の変革がどう繋がっているのか？  
その筈えが本書にはあります。  

CH隠舶鱗計1N射0   
温く、一亡－，1二・ト「ムふ仁rdl：」憎－・皐・㌧ブ？リシ登¶Jぺ■こユJi・チー・▲仁‥汀  

疇左∴・－＿∴ト」，．ヒl豪帆二だ′心ノ・ニ穐リilニ・Ll・t、ニー・t∴ま一∴とこポ  
｛∴L・丁．・も糟！ヰ1∴′一．1t，二㌧モ」口・∵L∵て長‥」でて∵ト∵ノト■  

この本を読み、日本を変える一歩を共に踏み出しましょう  

「働き方革命」という一歩を。  

れ二重餌差   
T Hl  

働き方革命 －あなたが今日から日本を変える方法  

艶崎弘麹 
全国書店にて絶賛発売中！l  

・シリーズ：互く豊艶董  

・定価：735円（税込）  

刊行日：2009／05／07  

・判型：新書判  

ページ数：208  

フローレンスを応援したい！社会起業家駒崎の講演情報や  

フローレンス主催の働き方革命のワーウシヨッブのご案内、   
働き方革命の豆知識をお知りになりたい方は是非！！  

下記、URLよりメールマガジン  
フローレンス☆速報に、ご登録くださいませ。  

お待ちしております。  
http：／／www．florence．orjp／mm／  

フローレンス代表理事駒崎拙著働き方革命－あなたが今日から日本を変える方法  

病児保育は子育て家庭の新しいライフラインです http＝／／fIorence・Orjp   




